
気体の状態方程式

Ｐ：圧力(atm) Ｖ：体積（�） ｎ：モル数（mol）

Ｒ：気体定数（atm･�/K･mol） Ｔ：絶対温度(Ｋ)

気体の状態方程式のＲは定数である。残り４変数のうち、いくつかを固定して、残りの

変数の相互関係を考えてみる。

① Ｖ＝

ｎとＴが一定ならば、ＶはＰに（ＰはＶに）反比例する。…………ボイルの法則

②

（ Ｐ ）と（ Ｔ ）が一定ならば、（ Ｖ ）は（ｎ）に（ 比例 ）する。

③

（ Ｖ ）と（ Ｔ ）が一定ならば、（ ｎ ）は（ Ｐ ）に（ 比例 ）する。
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④

（ ｎ ）と（ Ｐ ）が一定ならば、（ Ｖ ）は（ Ｔ ）に（ 比例 ）する。

…………シャルルの法則

⑤ボイル・シャルルの法則
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（ ｎ ）が一定ならば、（ ）の値は、（ 一定 ）である。

Ｔ

（ⅱ）

（ ｎ ）が一定ならば、（ Ｖ ）は（ Ｔ ）に比例し、（ Ｐ ）に反比例する。

（ⅲ）

（ ｎ ）が一定ならば、（ ＰＶ ）は（ Ｔ ）に、（ 比例 ）する。

※ボイル・シャルルの法則の方が、ボイルの法則あるいはシャルルの法則よりも条件が

少ない。すべてを飲み込んだ法則には、条件は付かず、すべてに適合する。
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